

























































































血病 25%、気管支喘息 13%、てんかん 12%,
脳腫瘍 12%、アレルギー性気管支炎 9%、Ⅰ型
糖尿病 6%であった。






























































































































































































































































































































































































管支炎 9%、Ⅰ型糖尿病 6% であり、白血病
25%、気管支喘息 13%、てんかん 12%、脳腫瘍
12%、アレルギー性気管支炎9%、Ⅰ型糖尿病6%
と白血病以下の順位に変化が見られた。身近に
いる慢性疾患の子どもの存在が影響している。
　3．病気を持っている子どもに対しての学生
のイメージは、【辛さや苦しみに耐えている】【一
生懸命生きている】、【特別な配慮を必要とする】
【かわいいと感じる】【健常児と変わらない】【支
援していきたい】という 6カテゴリーで構成さ
れていた。
　4．小児慢性疾患の子どもを保育することに
対する学生の思いは、【小児慢性疾患に対する
知識を深め、最善の保育を行いたい】【さまざ
まな不安がある】【保育するのが怖い】【どう接
すればいいのかわからない】4カテゴリーで構
成されていた。
　5．病気を持っている子どもに対しての学生
のイメージ【辛さや苦しみに耐えている】という
イメージが最も多く、≪痛みや苦しみを連想≫
させ、≪病弱で貧弱で儚い≫と感じていた。
　6．学生の多くは、保育者として≪小児慢性
疾患に対する知識や理解を深めたい≫や≪大変
だけど一生懸命かかわっていきたい≫と【小児
慢性疾患に対する知識を深め、最善の保育を行
いたい】と考えていた。
　7．今後は、学生の【保育するのが怖い】と
いう感情を緩和し、小児慢性疾患の子どもに向
き合うことのできるような教育方法を構築して
いく必要がある
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Ⅶ．本研究の限界と課題
　本研究は、特定の地域、保育者養成施設に限
定されていることから、結果の一般化には限界
があると考える。今後は、地域における医療的
ケアや特別な配慮を必要としている小児慢性疾
患の子どもの疾患の保育率などを詳細に分析す
るとともに、健常児との比較を行いながら、小
児慢性疾患に対する教育方法を構築していくの
が課題である。
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